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いつでも素早いシフトができる  シフトチェンジが渋い
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使い切ったフル加
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ン
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く
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せ
る
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ツインプレートよりさらにディスクを増やしたトリプルプレート。ツインプレー

トよりも1枚当たりの負担が減るので大パワーに対応できるが、 ドラッグレースなど

のよほどのフルチューンでない限り不要。価格はツインプレートよりもさらに高い。

クラッチの基本構造
エンジンのクランクシャフ トの

最後部に取り付けられたフライホ

イールとクラッチカバーの間に挟

まれてクラッチディスクが摩擦を

起こす。続いてディスクにかん合

したインプットシャフトを通 して

ミッションに5区動を伝える。だか

ら、ディスクには両面に摩材が付

けられているのだ。ディスクが減

った時はカバーやフライホイール

もチェックしたい。

サーキット対応スポーツクラッチ

シングルが一番

クラッチディスクを目女にして、圧着面

積を増やしたツインプレートクラッチ。

摩材の面積が増えるので、1枚当たりの負

担が減って大パワーに対応できるように

なるが、価格は高くなる。

さらにパワーを出すならツインやトリブルプレートがある ノーマル～ライトチューンにビッタリのカッパーとは?

ほかにも、メタルやカーボンディスクがある

ノンアスベスト材とカッパー (メタル材で

ある銅)を 組み合わせた摩材。低温時はμの

高いノンアスベス ト材がメイン摩擦を発生。

高温時は温度上昇に強いカッパーが摩擦を担

う複合摩材。温度に関わらず安定した伝達性

能で扱いやすくペダル踏力も軽いのが特徴。

圧着力と耐久性に優れる
メタルディスク
高い摩擦力と耐久性でサーキット走行には最適なメタルデ

ィスク。摩擦が強いので摩材の面積を減らすことができ、慣

性モーメントを少なくできる=素 早いシフトチェンジができ

る。半クラッチ状態にするのが難しいという特徴があった

以 最近では扱いやすいメタルクラッチが増えている

扱いやすく圧着力の強い
カーボンディスク
メタル材に比べて圧倒的に軽く、耐久性も高いカーボン

材。慣性モーメントも少ないので素早いシフトができ、高

温や磨耗にも強いのが特徴。摩擦係数が高く踏力も軽 く

て済む。価格が高いのがネックだが、耐久性が高いので

長い日で見ればそれほどでもない

高い耐摩耗性と伝達力を兼ね備える
フルカーボン
ATSが リリースする、すべての磨耗面をカーボンディス

クで構成 したフルカーボンクラッチ。最大で9枚のカーボ

ンプレー トを内蔵 し、1 000psにも対応できるほどの容量

を持つが、非常に高価なのがネック。 ドラッグ用 トリプ

ルプレー トから順次リリースされている
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